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　同じジユピタ1の白鳥の卵より生れ出て以來初めて共の戦に．二人は別れた
のです．
　カスタ1にしてもポラツクスにしてもホンのしばしの別れだと思って居た
のです．
　曉の静かなる散光の中に二人は共口の敵を降すべく別れて行きました．…
……… ﾜた．會ふH迄V）…………それだのにわ！〔ひの微笑が永遠に絶ち切られ
たのです…………かのとき，…………
　アイダスの投げ槍はカスタ1の胸を貫いてボラツクスを悲哀の中に打ちの
めしたのです．ポラツクスは今は．ヒなき白馬ケ1しリスと供に白分の愛馬をも
放つのでした．…………なき人を思ひ起こさせる．数々のものを．
　海上に時としてゆらぐLセント・エルモの火1も今は絶え絶えに青白く打ち
沈み…………そしてポラツクスの劒はヴアルカンの雷電の如く国辱に磨ぎす
まされるのでした・共の燐光を放つ匁．先は永遠にアイダスの胸に凝せられて
居なければならないのです．
　されど報復成って此の野駈の胸に何が礎されたでせうか．
　地．ヒの因lt’終れ．ば以向liに増して沼の檬な憂愁がポラツクスの’亡・身に滲透す
るのです．
　供にアルゴ1號遠征にたつさはった幾夜を思ひ起すのでした．…………オ
ルフ；・・1スの竪琴に和して歌った星月夜…………
　天と地の距離の間に彼の悲歎‘ま己が生をさへも怨むのでした．
　今は父なるヂユピ1にカスタ1の身代りを絶叫するホラツクスでした．同
時に生を與へられて触ま堪え得ぬ愛”唖死別・叶はざれ（：tr一一・　Hを供に暮し明く
る一・日を天と地に，」1きさかるとも．
　二つが連れて夜語る・一一つ…………愛着¢）互ひに引き合ふところ死別を．越え
て結ばれる宇宙の法則がなeナればならないのです．…………他あるが故に一・
つは保たれ…………これあるが故に引かるN思ひの他．
春の朧夜ヂ＝Lピタ1は此の讃づべき兄弟愛をソツト星座に招くのでした．
